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●
資
源
セ
ク
タ
ー
と
経
済
成
長

　

サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
資
源
価
格
の

高
騰
を
受
け
て
、
堅
調
な
経
済
成
長
を
達
成
し
て

い
る
。
豊
か
さ
を
表
す
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
物

価
上
昇
分
を
差
し
引
い
た
実
質
値
）
の
成
長
率
は
、

二
〇
〇
四
年
以
降
三
％
を
超
え
て
お
り
、
昨
年
は

三
％
台
半
ば
で
あ
っ
た
（
ア
フ
リ
カ
開
発
銀
行
の

デ
ー
タ
）。
一
九
八
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で

の
成
長
率
が
多
く
の
国
で
マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
大
き
な
変
化
で
あ
る
。
資

源
セ
ク
タ
ー
の
成
長
は
、
貧
困
が
続
く

ア
フ
リ
カ
に
経
済
成
長
を
も
た
ら
す
で

あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
資
源
セ
ク
タ
ー
の
規
模
で
あ
る

が
、
国
民
一
人
あ
た
り
で
み
る
と
、
有

力
な
原
油
産
出
国
で
あ
る
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
で
も
資
源
生
産
額
は
わ
ず
か
二
九
〇

ド
ル
（
二
〇
〇
五
年
）
で
あ
る
。
原
油

価
格
の
高
騰
や
技
術
進
歩
に
よ
っ
て
今

後
採
掘
量
が
増
え
る
可
能
性
は
あ
る
が
、

中
進
国
の
所
得
水
準
（
約
二
六
〇
〇
ド

ル
）
ま
で
経
済
を
押
し
上
げ
る
力
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
ア
フ
リ
カ
で
は
、
人
口

あ
た
り
で
見
て
中
東
ほ
ど
の
資
源
を
埋
蔵
し
て
い

る
国
は
、
赤
道
ギ
ニ
ア
な
ど
の
小
国
を
除
い
て
ほ

と
ん
ど
な
い
。
ア
フ
リ
カ
全
体
で
見
る
と
、
資
源

セ
ク
タ
ー
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
シ
ェ
ア
は
二
〇
％

程
度
で
あ
り
、
農
業
、
工
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
成

長
が
経
済
全
体
の
成
長
に
は
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
開
発
経
済
学
に
お
い
て
経
済
成
長
に
重

要
と
考
え
ら
れ
て
い
る
技
術
進
歩
は
、
経
験
的
に

は
工
業
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
発
展
と
深
く
関
わ
っ

て
い
る
。
技
術
は
外
国
企
業
と
の
取
引
や
人
材
の

移
動
を
通
じ
て
移
転
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
資

源
セ
ク
タ
ー
で
は
、
外
国
企
業
と
ロ
ー
カ
ル
企
業

の
間
に
取
引
関
係
が
少
な
く
、
技
術
移
転
が
進
み

に
く
い
。
さ
ら
に
、
ア
フ
リ
カ
の
過
去
の
経
験
は
、

資
源
が
む
し
ろ
経
済
成
長
を
阻
害
し
て
き
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
資
源
の
呪
い
」
と
呼

ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
資
源
輸
出
に
頼
る
経
済

は
自
国
通
貨
高
や
資
源
価
格
の
変
動
な
ど
の
問
題

を
抱
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
発

達
が
遅
れ
た
り
、
紛
争
が
生
じ
や
す
い
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
資
源
セ
ク
タ
ー
の
発
展

は
、
短
絡
的
に
経
済
成
長
に
結
び
つ
く
わ
け
で
は

な
い
。
し
か
し
、
経
済
成
長
の
契
機
に
な
る
可
能

性
は
十
分
に
あ
る
。
資
源
収
入
の
増
加
は
国
内
消

費
を
増
加
さ
せ
る
の
で
、
農
・
工
・
サ
ー
ビ
ス
業

の
生
産
を
誘
発
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

資
源
ブ
ー
ム
を
非
資
源
セ
ク
タ
ー
の
成
長
に
結
び

つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
持
続
的
な
経
済
成
長

が
期
待
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
動
き
は
既
に
始

ま
っ
て
い
る
。

●
非
資
源
セ
ク
タ
ー
の
成
長

　

資
源
輸
出
の
成
長
の
陰
に
か
く
れ
て
い
る
が
、

ア
フ
リ
カ
で
は
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
非
資
源
セ
ク

タ
ー
の
成
長
が
見
ら
れ
て
い
る
。
自
動
車
、
衣
料
、

園
芸
作
物
な
ど
は
欧
米
市
場
へ
の
輸
出
を
伸
ば
す

一
方
、
国
内
市
場
向
け
で
は
携
帯
電
話
、
小
売

（
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）、
金
融
、
観
光
な
ど
が

伸
び
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
産
業
の
特
徴
と
し
て
、

外
国
資
本
が
主
導
し
て
い
る
こ
と
、
自
動
車
産
業

を
除
き
複
数
の
国
、
し
か
も
低
所
得
国
で
も
活
発

な
投
資
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

衣
料
産
業
は
、
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
、
レ
ソ
ト
、
ケ

ニ
ア
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
な
ど
で
ア
ジ
ア
企
業
に
よ

る
投
資
が
急
増
し
、
欧
米
市
場
に
お
い
て
Ｇ
Ａ
Ｐ

や
ウ
ォ
ー
ル
マ
ー
ト
と
い
っ
た
小
売
大
手
の
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
。
輸
出
額
は
約

特 集特 集

福
西
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成
長
─
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源
ブ
ー
ム
と
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国
直
接
投
資
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影
響
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二
三
億
ド
ル
（
二
〇
〇
六
年
）
と
ア
ジ
ア
諸
国
に

比
べ
る
と
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で

世
界
的
な
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
で
き
な

か
っ
た
ア
フ
リ
カ
の
製
造
業
に
と
っ
て
画
期
的
な

変
化
で
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
万
人
以
上
の
雇
用
を

生
ん
で
い
る
こ
と
も
大
き
な
貢
献
で
あ
る
。

　

園
芸
作
物
で
は
、ケ
ニ
ア
、エ
チ
オ
ピ
ア
、ガ
ー

ナ
、ザ
ン
ビ
ア
な
ど
で
バ
ラ
や
野
菜
、果
物
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
市
場
を
中
心
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
熱
帯

地
方
の
気
候
を
生
か
し
て
、
年
間
を
通
じ
て
安
定

し
た
供
給
が
で
き
る
こ
と
が
産
地
と
し
て
の
有
利

性
で
あ
る
。近
年
は
、イ
ギ
リ
ス
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
ア
フ
リ
カ
産
の
野
菜
や
バ
ラ
を
見
か
け

る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

バ
ラ
生
産
に
関
し
て
は
、
花
卉
産
業
の
盛
ん
な
オ

ラ
ン
ダ
や
イ
ス
ラ
エ
ル
企
業
が
投
資
を
行
っ
て
い

る
。
店
頭
に
並
べ
ら
れ
る
よ
う
に
加
工
や
包
装
も

現
地
で
行
う
こ
と
が
多
く
、
一
部
は
保
冷
し
て
空

輸
さ
れ
る
な
ど
、
技
術
的
に
も
高
度
化
し
て
い
る

の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

国
内
市
場
向
け
の
携
帯
電
話
や
小
売
で
は
、
南

ア
企
業
に
よ
る
投
資
が
活
発
で
あ
る
。
固
定
電
話

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
達
し
て
い
な
い
ア
フ
リ
カ

で
は
、
携
帯
電
話
の
需
要
が
高
く
、
特
に
都
市
部

で
は
広
く
普
及
し
て
い
る
。
契
約
者
数
は
ア
フ
リ

カ
全
体
で
約
八
七
〇
〇
万
人
、
普
及
率
は

一
二・五
％
と
推
計
さ
れ
て
い
る
（
図
１
）。
複
数

国
を
カ
バ
ー
す
る
国
際
的
な
携
帯
電
話
企
業
が
普

及
を
促
進
し
て
お
り
、
主
要
三
社
の
う
ち
二
社
は

南
ア
企
業
で
あ
る
。
他
に
通
信
手
段
の
少
な
い
ア

フ
リ
カ
で
は
、
携
帯
電
話
通
信
の
外
部
経
済
効
果

が
大
き
く
、
特
に
商
取
引
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
効

果
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

小
売
で
は
、
南
ア
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

チ
ェ
ー
ン
が
南
部
ア
フ
リ
カ
を
中
心
に
出
店
し
て

い
る
。
最
も
積
極
的
な
企
業
は
一
五
カ
国
に
市
場

を
広
げ
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
で
は
ケ
ニ
ア
な
ど
を

除
い
て
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
チ
ェ
ー
ン
が
こ

れ
ま
で
展
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
中
高
所
得
層
の
需

要
が
見
込
ま
れ
る
。

　

そ
の
他
に
、
南
ア
の
銀
行
も
活
発
に
進
出
し
て

い
る
。
ア
フ
リ
カ
の
金
融
部
門
は
、
政
府
系
金
融

機
関
の
他
は
、
イ
ン
ド
系
や
中
東
系
の
少
数
民
族

に
よ
っ
て
独
占
的
に
供
給
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
結

果
、
金
融
コ
ス
ト
が
高
く
、
特
に
リ
ス
ク
の
高
い

中
小
企
業
や
農
民
が
融
資
を
得
る
こ
と
は
困
難
で

あ
っ
た
が
、
南
ア
企
業
は
こ
う
し
た
人
々
に
対
す

る
融
資
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

●
外
国
投
資
の
背
景

　

投
資
の
増
加
は
、
外
部
環
境
の
変
化
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。
ア
フ
リ
カ
成
長
機
会
法
（
Ａ
Ｇ

Ｏ
Ａ
）
な
ど
に
よ
っ
て
欧
米
市
場
へ
の
優
遇
ア
ク

セ
ス
が
提
供
さ
れ
た
結
果
、
ア
フ
リ
カ
製
品
の
競

争
力
が
改
善
さ
れ
、
輸
出
市
場
向
け
の
生
産
拠
点

と
し
て
位
置
づ
け
る
動
き
が
一
部
の
産
業
で
み
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
資
源
セ
ク
タ
ー
の
成
長
は
消

費
の
増
加
を
引
き
起
こ
し
、
国
内
や
近
隣
国
市
場

の
成
長
に
貢
献
し
て
い
る
。
輸
出
産
業
の
成
長
に

よ
り
、
一
般
労
働
者
の
所
得
が
向
上
し
た
こ
と
も

市
場
の
広
が
り
を
支
え
て
い
る
。
携
帯
電
話
の
普

及
は
、
圧
倒
的
多
数
で
あ
る
低
所
得
層
が
利
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
進
ん
で
い
る
。

　

こ
う
し
た
市
場
の
成
長
を
投
資
に
結
び
つ
け
た

の
は
、
各
国
に
お
け
る
投
資
環
境
改
善
の
取
り
組

み
と
、
南
ア
企
業
の
積
極
的
な
ア
フ
リ
カ
諸
国
へ

の
進
出
で
あ
る
。
世
界
銀
行
は
一
九
九
〇
年
代
後

半
か
ら
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
投
資
環
境
の
改
善
を
求

め
て
お
り
、
多
く
の
国
で
汚
職
や
許
認
可
、
通
関

手
続
き
の
改
善
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
や
保
税
措
置
の

整
備
が
緩
慢
な
が
ら
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
が
、
欧
米
市
場
へ
の
優
遇
ア
ク
セ

ス
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
企
業
を
、
ア
フ
リ
カ
投

資
へ
と
後
押
し
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

南
ア
企
業
は
、
ア
フ
リ
カ
市
場
に
つ
い
て
先
進

国
や
ア
ジ
ア
の
企
業
よ
り
も
経
験
と
情
報
を
持
つ

有
利
性
を
活
か
し
て
い
る
。
投
資
環
境
が
不
十
分

で
、
政
治
的
に
不
安
定
な
環
境
で
は
、
経
験
と
情

報
が
投
資
決
定
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。
加
え
て
、

消
費
者
の
多
く
が
低
所
得
で
あ
る
た
め
、
低
所
得

者
を
対
象
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
構
築
し
な
け
れ
ば

収
益
を
確
保
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
携
帯
電
話
は

も
っ
ぱ
ら
メ
ー
ル
に
使
わ
れ
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
は
、

担
保
や
安
定
的
な
収
入
が
な
い
人
々
が
望
ん
で
い

る
。
南
ア
政
府
の
国
際
社
会
復
帰（
一
九
九
四
年
）

に
よ
っ
て
国
外
進
出
が
容
易
と
な
っ
た
南
ア
企
業

は
、
国
内
で
蓄
積
し
た
経
験
を
も
と
に
、
こ
れ
ま

で
手
つ
か
ず
で
あ
っ
た
ア
フ
リ
カ
市
場
に
積
極
的

に
進
出
し
て
い
る
。

●
ロ
ー
カ
ル
企
業
へ
の
影
響

　

外
国
直
接
投
資
を
長
期
的
な
経
済
成
長
に
結
び

つ
け
る
た
め
に
は
、
ロ
ー
カ
ル
企
業
が
外
国
企
業

図１　携帯電話契約者数
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（出所）World Bank, World Development Indicators.
（注）サブサハラ・アフリカ48カ国の合計。
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か
ら
技
術
を
吸
収
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ロ
ー
カ
ル
企
業
の
成
長
は
、
原
材
料
の
輸
入
品
依

存
を
減
ら
し
、
生
産
誘
発
効
果
を
高
め
る
。
ま
た

外
国
企
業
が
撤
退
し
た
後
も
、
産
業
の
技
術
進
歩

が
持
続
す
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

　

ロ
ー
カ
ル
企
業
の
発
展
が
最
も
顕
著
に
見
ら
れ

る
の
が
南
ア
の
自
動
車
産
業
で
あ
る
。
南
ア
は
生

産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、

日
本
企
業
を
含
む
主
要
な
完
成
車
メ
ー
カ
ー
が
立

地
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
へ
の
部
品
供
給
を
行
う

ロ
ー
カ
ル
企
業
は
約
三
〇
〇
社
に
の
ぼ
る
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
企
業
の
能
力
は
、
ア
ジ
ア
の
生
産

拠
点
と
な
っ
て
い
る
タ
イ
の
部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

よ
り
も
劣
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
も
の
の
、
自

動
車
生
産
技
術
の
蓄
積
は
進
ん
で
い
る
。
園
芸
産

業
で
は
、
中
小
企
業
の
多
く
が
ロ
ー
カ
ル
企
業
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
花
卉
生
産
や
流
通
の

技
術
は
、
外
国
人
技
術
者
や
小
売
業
者
（
英
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
）
を
通
じ
て
ロ
ー
カ
ル
企

業
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、

大
手
企
業
に
よ
る
寡
占
が
進
ん
で
お
り
、
ロ
ー
カ

ル
企
業
は
生
き
残
り
を
模
索
し
て
い
る
。

　

南
ア
系
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
食
品
を
中
心

に
現
地
調
達
を
進
め
て
お
り
、
農
民
に
と
っ
て
販

売
先
を
増
や
す
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
農
民

に
は
、
高
い
品
質
・
安
全
基
準
の
達
成
や
、
安
定

し
た
生
産
と
納
品
が
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た

技
術
を
獲
得
す
れ
ば
、
よ
り
高
い
価
格
で
作
物
を

販
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

他
方
、
衣
料
産
業
や
携
帯
電
話
産
業
に
お
け
る

ロ
ー
カ
ル
企
業
へ
の
影
響
は
限
定
的
で
あ
る
。
マ

ダ
ガ
ス
カ
ル
の
衣
料
産
業
に
対
す
る
外
国
投
資
は

一
〇
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
現
在
で
は
一
〇
万

人
を
雇
用
す
る
規
模
で
あ
る
が
、
ロ
ー
カ
ル
企
業

の
進
出
は
非
常
に
少
な
い
。
生
地
も
ほ
と
ん
ど
を

輸
入
品
で
ま
か
な
っ
て
お
り
、
繊
維
産
業
へ
の
連

関
効
果
も
わ
ず
か
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
で
は
直
接
投

資
の
後
に
ロ
ー
カ
ル
企
業
が
数
多
く
生
ま
れ
、
生

産
の
過
半
数
が
ロ
ー
カ
ル
企
業
に
よ
っ
て
行
わ
れ

る
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

ま
た
、
携
帯
電
話
産
業
へ
の
巨
額
の
投
資
は
、
そ

の
多
く
が
輸
入
品
（
特
に
中
国
製
品
）
の
購
入
に

充
て
ら
れ
る
た
め
、
ロ
ー
カ
ル
企
業
の
生
産
を
誘

発
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
技
術
者
の
養
成
が
各

地
で
行
わ
れ
て
お
り
、
人
的
資
本
へ
の
投
資
が
将

来
の
産
業
発
展
に
結
び
つ
く
可
能
性
が
あ
る
。

●
経
済
成
長
に
向
け
て

　

一
九
八
〇
年
代
か
ら
の
長
い
停
滞
を
経
て
、
ア

フ
リ
カ
諸
国
で
は
非
資
源
セ
ク
タ
ー
の
成
長
が
よ

う
や
く
始
ま
っ
た
。
こ
れ
を
持
続
さ
せ
る
取
り
組

み
が
、
経
済
全
体
の
成
長
を
実
現
す
る
た
め
に
不

可
欠
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
外
国
投
資
に
つ
い
て
は
変
動
が
大
き
い

こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
輸
出

市
場
向
け
産
業
（
自
動
車
、
園
芸
な
ど
）
の
投
資

は
、
労
働
コ
ス
ト
の
上
昇
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
悪
化

に
伴
っ
て
投
資
を
他
国
に
振
り
替
え
る
傾
向
が
あ

る
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
善
と
政
治
的
安
定
の
維
持

が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
二
〇
〇
二
年
以
来
続

く
コ
ー
ト
ジ
ボ
ア
ー
ル
の
分
断
、
ジ
ン
バ
ブ
ウ
ェ

の
混
乱
し
た
経
済
政
策
、
昨
年
末
に
生
じ
た
ケ
ニ

ア
の
騒
乱
な
ど
は
、
こ
れ
ら
の
国
々
に
対
す
る
投

資
意
欲
を
著
し
く
減
退
さ
せ
る
。
ま
た
、
新
興
の

原
油
産
出
国
な
ど
で
「
資
源
の
呪
い
」
が
再
現
さ

れ
る
こ
と
も
大
き
な
リ
ス
ク
で
あ
る
。
資
源
国
で

の
紛
争
は
近
隣
国
に
も
影
響
を
与
え
る
。

　

そ
し
て
、
ロ
ー
カ
ル
企
業
へ
の
技
術
移
転
を
支

援
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ロ
ー
カ
ル
企
業

は
輸
出
市
場
に
お
け
る
経
験
が
乏
し
く
、
ま
た
ア

ジ
ア
に
比
べ
て
労
働
コ
ス
ト
が
高
い
と
い
う
不
利

な
条
件
も
あ
り
、
政
策
支
援
な
く
し
て
輸
出
市
場

で
の
競
争
は
困
難
で
あ
る
。
小
規
模
の
ロ
ー
カ
ル

企
業
が
、
市
場
転
換
に
伴
っ
て
抱
え
る
リ
ス
ク
や

資
金
調
達
の
問
題
を
軽
減
す
る
政
策
が
必
要
で
あ

ろ
う
。

　

つ
ま
り
、
成
長
の
持
続
の
た
め
に
は
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
改
善
と
産
業
政
策
が
求
め
ら
れ
、
政
府
の
果

た
す
べ
き
役
割
は
大
き
い
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
善

は
進
ん
で
い
る
が
、
十
分
と
は
言
い
難
い
。
産
業

政
策
に
つ
い
て
は
、
そ
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い

る
政
府
が
少
な
い
。
資
源
ブ
ー
ム
と
債
務
削
減
で

自
信
を
持
ち
始
め
て
い
る
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
政
府

で
あ
る
が
、
重
要
な
政
策
転
換
の
局
面
に
さ
し
か

か
っ
て
い
る
。

（
ふ
く
に
し　

た
か
ひ
ろ
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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